
 

 

 【世界史】  
アメリカ合衆国の発展 

南北戦争 

 
 

〜ClassPad.net のテキストふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 
南北戦争の経緯を学ぶ授業 

出来事の並べ替えから、⼀つ⼀つの出来事の持つ意味を考える。 
 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキストふせんで⽬的・概要を視覚
的にも⽰す。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

step1 

step2 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：南北戦争がどのような経緯を辿ったかを⽣徒に主体的に考えさせることで、流れを 
        的確に把握し、深く理解できるようにする。 
⽣徒向けの⽬標：歴史上の出来事が発⽣した理由や経緯を⾃分で考察できるようになる。南北戦争の  
        背景、いきさつを理解する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・協働学習促進： 
 同時編集機能を⽤いることによって、グループワークを⾏いやすくし、協働学習を促進する。 
・授業準備の時短／効率化： 
 事前にふせんを⽤意することで、グループワークに必要なものをすぐに配布することができる。 
・学習プロセスの把握： 
 授業⽀援機能の提出管理で⽣徒の学習プロセスが把握できる。 

⽬的・概要の説明 
南北戦争をテーマに、グループワー
クと発表を⾏うという授業の⽬的と
簡単な概要を説明する。 

前提の説明 
グループワークをする前に、南北戦
争発⽣前のアメリカ合衆国につい
て、南北の産業の違いや、それに基
づく奴隷制に対する⽴場の違いを説
明する。 

テキストふせんを⽤いて、前提とな
る情報をまとめて⽰す。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

step3 
ワークの材料提⽰ 
⼀枚につき⼀つの出来事を書いたテ
キストふせんを、順番を混ぜた状態
で⽣徒に提⽰する。 

テキストふせんを使⽤し、⼀枚に
つき⼀つの出来事を書いて、実際
の順番とは異なるように混ぜた状
態で⽣徒に送信する。 

step6 

発表 
step4 で並び替えたふせんをスライ
ドショー形式で提⽰し、グループの
代表者⼀名に並び替えた順番の理由
やそれぞれの出来事がどのようなこ
とを意図して⾏われたかをクラスに
向けて発表させる。 
 

step5 

step7 

正解発表・解説 
正しい出来事の順番を提⽰し、それ
ぞれの出来事やその背景についての
解説を⾏う。 

step8 

まとめ・宿題の提⽰ 
南北戦争についてのまとめとその後
のアメリカ社会についての簡単な説
明を⾏う。また、今⽇得た学びや感
想をまとめ、宿題として提出するよ
うに伝える。 
 

参考 
南北戦争や奴隷制度に関連する⼩
説、映画を紹介する。 
 

グループの代表者に、並び替え済
みのふせんと、ディスカッション
内容を記したふせんをまとめて教
師に送信させる。 

授業のまとめを記したテキストふせ
んと宿題⽤のテキストふせんを配布
する。 
⽣徒は配布されたふせんに宿題を記
⼊し、教師に提出する。 

リンクふせんを使⽤し YouTube に
ある映画の予告編を共有する。ま
た、テキストふせんで関連する⼩
説・映画を⽰す。 
 
 

step4 
グループワーク(25 分間) 
step3 のふせんを出来事の発⽣した
順に並び替える作業をグループワー
クとして⾏わせる。その際に、どの
ように考えて並び替えたか、またそ
れぞれの歴史的事象が⾏われた意図
について考察し、まとめるように伝
える。 

同時編集機能を⽤いて、ふせんの
並び替えと共に、ディスカッショ
ンの内容を新たなテキストふせん
にまとめさせる。 

正解と解説をまとめたテキストふ
せんを全⽣徒に送信する。 


